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一般社団法人HPCIコンソーシアム関連の動き(1)

• 平成24年3月5日：プラズマ・核融合コミュニティを代表して、核融合科
学研究所（堀内）が一般社団法人HPCIコンソーシアム会員申請

• 平成24 年3 月30 日 ：設立時役員総会にて35法人を会員として承認。

• 平成24 年4 月2 日 HPCIコンソーシアムを一般社団法人として登記申
請、正式発足。

• 平成24 年4 月27 日～5月17日： HCPI 共用計算機資源利用課題公
募説明会（東京、神戸）

• 平成24 年5 月9日～6月15日： HCPI 共用計算機資源利用課題公募

• 平成24年6月6日 第１回一般社団法人HPCIコンソーシアム社員総会

→ 役員人事・予算・会費等の承認、

• 平成24年9月28日：計算資源の共用開始

• 平成25年3月4日：HPCI臨時総会 将来のスーパーコンピューティン
グのあり方についての提言（中間報告案）についての議論

（｢京｣は設置から6年ポスト｢京｣の準備：H26年度の概算要求）



一般社団法人HPCIコンソーシアム関連の動き（２）

• 平成25年5月27日 第２回一般社団法人HPCIコンソーシアム社員総
会 将来のスーパーコンピューティングへ向けた活動方針

• 平成25年6月10日 次期システムに係わる拠点候補の計画案の確認
に関する意見交換会 理化学研究所からのプリゼン

• 平成25年6月17日 HPCI臨時総会
– 将来のスーパーコンピューティングのあり方についての提言ー中間報告-

• 平成26年1月28日 HPCI臨時総会
– 将来のスーパーコンピューティングのあり方についての提言ー最終報告-  1月

30日文科省へ提出

– 平成26年度のコンソーシアムの体制について

• 平成26年4月10日～5月12日 ポスト「京」で重点的に取り組むべき社
会的・科学的課題に関する意見募集

• 平成26年5月28日 平成26年度通常総会
– 平成25年度の事業報告、平成26年度の事業計画、平成26年度の役員選出



一般社団法人HPCIコンソーシアム関連の動き（３）

• 平成26年7月4日 ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的
課題とこれに関するアプリケーション研究開発体制、及びポスト「京」
のシステムに関する 意見交換会

• 平成26年7月14日 HPCI臨時総会
– ポスト「京」のアプリケーション、システムに関する意見集約と提言について

– HPCI システムの運用の方針についての提言について

• 平成27年度の「京」および「京」以外のHPCI計算資源を利用する研究
課題募集（詳細： https://www.hpci-office.jp/ ）

・課題募集説明会：

神戸会場 9月 5日（金）および9月30日（火）
東京会場 9月12日（金）および9月19日（金）

・募集開始：平成26年9月５日
・申請受付：平成26年10月1日
・申請締切：平成26年11月6日
・利用開始：平成27年4月1 日

https://ms.nifs.ac.jp/wm/mail/fetch.html?urlid=672f36de2bd3159de2cc2fb5621fba73f&url=https://www.hpci-office.jp/






























ポスト「京」に関する意見交換会より(平成26年7月4日)
 8月最終報告書（微修正）



タイトルが微修正

太陽系外惑星の誕生と太陽系内惑星環
境変動の解明

サブタイ

トル変更

⑬追加：思考を実現する神経回路の解明と人工知能への応用







(1) ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題（以下，重点課題）に関するアプリケーショ
ン開発・研究開発推進体制の構築に遅れることなく，人材育成・分野振興体制の構築を進め，両者の実
質的な連携を図るべきである．そのために，これまで戦略プログラム等で培ってきた人材育成・分野振
興の成果を踏まえつつ，分野横断的視点を加え，ピラミッド型のHPCI環境を活かしたHPC利用者層の
拡大，関連研究者の育成，各分野が自律的に成長・拡大する体制作りなど，人材育成・分野振興に関す
る今後の施策を企画・立案すべきである．

(2) 重点課題に係る実施機関の公募にあたっては，公募の趣旨を明確にし，応募側が適切な目標設定やグ
ループ構成を提案できるようにすべきである．また，産業界の参入の在り方を可能な限り明確にすべき
である．

(3) 頂点に位置するシステムであるポスト「京」だけでなく，裾野のシステムもあわせたHPCI総体を有効
活用することで，より大きな成果の創出が期待される．ポスト「京」の重点課題や，それと連携した分
野振興においては，第二階層以下の計算機も含めたHPCIの利用やそのためのアプリ開発も想定して，
制度設計を行うべきである．

(4) ポスト「京」のシステム検討にあたっては，頂点に立つこのシステムには，多くの利用者に利便性に優
れた高度なシミュレーション環境を提供することで，最大の成果を出すことが求められている点に留意
いただきたい．また，我が国の計算機科学の振興にも配慮し，ポスト「京」を補完する第二階層のシス
テムの整備・開発の検討を遅滞なく進めるべきである．検討においては，HPCI総体で成果を創出する
ため，ポスト「京」と相補的なアーキテクチャを持ったシステムを含め，我が国として取り組むべき技
術要素を幅広く議論すべきである．

(5) ポスト「京」の開発で培われつつある，ハードウｴア・システムソフトウェアの設計開発とアプリケー
ションの設計開発を協調して行うCo-designの考え方は，我が国のHPCの財産として，ポスト「京」以
降の世代に向けて継承すべきである．

(6) 国がポスト「京」のシステム構成の詳細を決定する本年秋以降適当な時期に，遅滞なくHPCIコンソー
シアムと関連コミュニティに対する説明会を開催することを要望する.

提言

ポスト『京』で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題とこれに関するアプリ
ケーション研究開発体制，及びポスト『京』のシステムについて

（平成26年7月14日臨時総会）


